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平成30年度活動報告

第一分科会「防災教育」



報告内容の構成
①活動の概要
⽬標、活動経緯

②現状把握と成果の作成
現状把握、成果の作成（災害対応携帯カード、
救急救命携帯カード、使⽤説明書、防災情報
提供ポータルサイト）

③今後の予定
成果物の周知と提供、防災情報提供ポータル
サイトの運営

第一分科会「防災教育」



⽬標
1.前年度（平成29年度）に実施した
防災に関するアンケートの結果を
踏まえ、防災教育の実効性について
調査・研究を⾏う。

2.テーマの的を絞って調査を⾏い、
広く会員に情報を提供する。

⇒アンケート結果を反映した成果の
作成と会員への情報提供

第一分科会「防災教育」

1. 活動の概要



活動経緯（1/2）
第1回（2018/8/25）
協議 活動⽬標設定、活動計画概要、県⼤会分科

会企画⽴案
第2回（2018/9/24）
勉強会 ⾼等学校における防災教育の現状について

―講師：教育委員会教育局市之瀬副課⻑
協議 県⼤会分科会企画検討
第3回（2018/11/10）
協議 県⼤会分科会企画決定、当⽇役割分担決定、

防災対応シート作成について⽅向性検討

第一分科会「防災教育」

1. 活動の概要



活動経緯（2/2）
第4回（2018/12/1）
協議 昼休み時に講演会準備の最終確認、今後の活

動予定打合せ、県⼤会分科会講演の運営
第5回（2019/1/26）
協議 防災対策シートの詳細内容検討、防災ポー

タルサイトの検討、県⼤会分科会アンケー
ト結果とりまとめ報告と意⾒交換

第6回（2019/2/23）
協議 災害対応カードDRAFT版の確認、取扱説明

書作成と情報提供の段取り、防災情報提供
ウェブサイトの作成について

第一分科会「防災教育」

1. 活動の概要



防災教育の現状把握―取り組み状況
東⽇本⼤震災（平成
23年3⽉）を踏まえて
改訂された指導資料
をもとに防災教育を
展開
災害図上訓練（DIG）
など、⽣徒を対象と
した参加型で実践的
な防災教育を各校で
実施

第一分科会「防災教育」

2. 現状把握と成果の作成

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/u5t/cnt/
f370060/index.html



防災教育の現状把握―⾼校⽣の意識
災害時の情報収集の
⼿段は携帯電話頼み、
使⽤不可時の不安を感じ
ている⽣徒も多い
災害対応について家族
と話し合う機会がない
⽣徒が半数に上る

⇒“伝える”≠“伝わる”
の実態が浮き彫りに

第一分科会「防災教育」

http://www.kanagawa-koupren.org/wp_prod/wp-
content/uploads/2018/06/bousai-20180625.pdf

2. 現状把握と成果の作成



防災教育の現状把握―教育教材
総務省消防庁、国⼟交通省
等から各種教材を⼊⼿可能
⼤学では学⽣を対象とした
対応マニュアルを作成・配布

第一分科会「防災教育」

http://www.mlit.go.jp/river/bousai/education/index.html

http://open.fdma.go.jp/e-college/

https://www.u-shizuoka-
ken.ac.jp/campuslife/support/disaster-prevention/

2. 現状把握と成果の作成



成果作成の考え⽅
登下校時など、⾼校⽣⾃⾝が判断・⾏動しな
ければならない場⾯で必要な対応を⽰す
それぞれの学校や家庭において⾃分事として
確認・学習できるようにする

⇒発⽣時の対応、帰宅時の注意事項、家族への
連絡⽅法などをとりまとめたカードと、いざ
という時の救命処置のメモを作成

⾃らの確認や学習をきっかけに、さらに情報
収集や学習ができる場所を⽤意する

⇒成果を⼊⼿したり防災情報や教材を⼊⼿した
りできる防災情報ポータルサイトを構築

第一分科会「防災教育」

2. 現状把握と成果の作成



作成した成果
①災害対応携帯カード
発⽣時の対応、帰宅時の注意事項、家族への
連絡⽅法などをとりまとめたカード

②救急救命携帯カード
いざという時の救命処置のメモ

③使⽤説明書
成果を⼊⼿、編集、利⽤するための⼿引き

④防災情報提供ポータルサイト
成果を⼊⼿したり防災情報や教材を⼊⼿した
りできるウェブサイト

第一分科会「防災教育」

2. 現状把握と成果の作成



災害対応携帯カード（1/3）

第一分科会「防災教育」

2. 現状把握と成果の作成

印刷⾯

登下校時に携⾏できるよう定期券サイズで作成

定期券
サイズ

A4
サイズ



災害対応携帯カード（2/3）

第一分科会「防災教育」

2. 現状把握と成果の作成

A4サイズで出⼒したものを簡単に定期券サイズに
折りたたんで携⾏できる



災害対応携帯カード（3/3）

第一分科会「防災教育」

2. 現状把握と成果の作成

印刷⾯ 編集⾯

各校においてカスタマイズ可能な形態で提供
編集⾯で編集した内容が印刷⾯に反映される



救急救命携帯カード

第一分科会「防災教育」

2. 現状把握と成果の作成

いざという時の救命処置のメモとして作成
サイズや編集・印刷機能は対応カードと同仕様

定期券
サイズ

印刷⾯

A4
サイズ



使⽤説明書
災害対応カード等の成果物の
⼊⼿、編集、使⽤⽅法を⽰し
た「利⽤マニュアル」を作成

第一分科会「防災教育」

2. 現状把握と成果の作成



防災情報提供ポータルサイト（1/2）
防災情報を発信するサイトとして、試⾏的に
ポータルサイトを作成

第一分科会「防災教育」

https://bousaikanagawapta.wordpress.com/

2. 現状把握と成果の作成



防災情報提供ポータルサイト（2/2）
分科会の活動情報発信や成果物を提供
防災関連情報⼊⼿先リンク集 など

第一分科会「防災教育」

2. 現状把握と成果の作成



成果物の周知と提供
1.全体報告会をもって成果を公表し、
今後は⾼P連ウェブサイトでも発信
していく

2.新年度には改めて情報を発信し、
各校において内容を確認いただき、
活⽤のきっかけとしていただく

3.記載内容が実態と合わなくなった
場合など、必要に応じて更新を検
討する

第一分科会「防災教育」

3. 今後の予定



防災情報提供ポータルサイトの運営

第一分科会「防災教育」

3. 今後の予定

1.成果の⼊⼿先として活⽤する
2.リンクの充実を図り、災害情報や
防災教育教材などの収集先として
活⽤する

3.優れた取り組み事例など、各校に
とって参考となる情報共有の場と
して活⽤する



終
国⼟交通省東北地⽅整備局「震災伝承館」より

http://infra-archive311.jp/

第一分科会「防災教育」


